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第1章

「日本語学習と人生のつながり」 
という問題設定

本書の目的は，日本語学習が将来において「使うあてのない外国語学
習」となる可能性が高い状況にいる日本語専攻学生に対する「学習と人生
のつながりの軸」の形成と意識化をめざした日本語教育を提言することに
ある。本書では，フランスの国立大学で主専攻として日本語を選択した学
生（在籍生，修了生・中退及び転科者）の移動性 1に注目し，日本語専攻
学生が，どのように日本語学習体験及び日本語学習に関わる多様な学習体
験を連携させ，「日本語学習と人生のつながり」を構成しているかを明ら
かにする。その結果を踏まえ，大学時代及び大学という学習環境におい
て，「外国語としての日本語」を主専攻として学ぶ意義を考察し，日本語
専攻学生の「ことば」の学びに寄り添う日本語教育とはどのような教育か
を明らかにする。
本章では，まず，本書の問題意識と視点を詳述する。次に，本書の枠組
み及び研究法を述べるとともに，フランスの日本語教育を対象とする調
査・研究から本書の意義を示す。そして，本書の目的及び構成を説明する。

1  本論では，「移動」が個人の時間的な推移と空間的な動きを表す概念に対して，「移
動」する存在である個々人がもつ特質を「移動性」ということばで表し着目する。詳
しくは，1-3-2で詳述する。
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第2章

「学習と人生のつながり」は 

どのように捉えられてきたか

学習と人生は切り離して考えることはできない。人は生涯をかけて，一
生学び続ける。このような「学習と学ぶ者の人生とがつながっている」と
いう考え方は，古来より儒教思想のなかで示されてきた。孔子（B.C.552-

479）による『論語』においては，自らの一生を回顧し，人を形成するた
めの学には終わりがないことを諭す，次のような一説がある。「吾れ十有

ゆう

五にして学に志
こころざ

す。三十にして立つ。四十にして惑
まど

わず。五十にして天
てん

命
めい

を知る。六十にして耳
みみ

順
した

がう。七十にして心の欲する所に従って，矩
のり

を踰
こ

えず」（孔子，1999，p.35）。また，宗教思想においても説かれてきた。例
えば，仏教思想における芸武道の修行観を示した世阿弥（1363-1443）に
よる『風姿花伝・花鏡』においても，生涯を通し試練が存在し，学びの心
を忘れてはいけないということについて，生涯忘れるべきではない苦節し
た若い頃の初心（「ぜひ初心忘るべからず」），歳を重ねるとともに積み得
ていく折々の初心（「時々の初心忘るべからず」），そして，新たな試練に
立ち向かわざるを得ない老年の初心（老後の初心忘るべからず）という三
つの「初心」を通して説われている（世阿弥，2012）。キリスト教思想に
おける生命観を示すコメニウス（1592-1670）による『大教授学』におい
ても，「人間が生まれた時から負わされている注文」として，「あらゆる事
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第3章

日本語専攻学生が置かれている 

日本語学習環境

3-1　 「日本」への関心とフランスの大学教育政策からみる日本語
学習の開始

現在，海外の日本語教育を行っている 142ヶ国の教育機関に所属する日
本語学習者は，1979年度以降，継続的かつ大幅に拡大している状況にあ
り，2018年度の学習者数をみると，約 20年前の 2009年度調査から 5.5%

増の 3,851,774名と 20万以上増加している（独立行政法人国際交流基金，
2011；2020）。同様に，西欧地域の日本語教育においても，近年，日本の
文化コンテンツ，特にポップカルチャーに関するコンテンツへの関心の高
まりに応じ，学習者数が増加する傾向にある。西欧諸国のなかでもフラ
ンスは日本語学習者数が最も多い。2018年度には，全学習者数 90,114名
のうちの約 27％（24,150名）をフランスの学習者が占め，そのうちの約
半数にあたる 12,321名（日本語専攻が 5,548名，日本語専攻以外が 6,633

名，課外活動が 140名）が，大学で日本語を学習している（図 3-1参照）。
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第4章

人生と日本語授業 
―日本語ポートフォリオ実践研究―

4-1　本章の位置づけ

本章では，日本語ポートフォリオの実践研究を通して得られたポート
フォリオの記述内容より，日本語専攻学生（在籍生）が，大学の日本語授
業をどのように位置づけているか，また大学での日本語学習と人生をどの
ように関わらせているかを考察する。フランスの国立大学日本学科におい
ては，在学期間に，日本語専攻学生が「日本語学習と人生のつながり」を
省察する機会は皆無に等しい。筆者は，何のために日本語を主専攻とし選
択し，学習したのか，また，身につけた日本語を将来，どのように活かし
ていくかを，学生自身が省察する機会を十分にもっていないことが，進級
率の低さ，日本語学習の放棄，在学中の日本語学習と卒業後の職業の分断
の要因であると考え，一人ひとりの学生が，「日本語学習と人生のつなが
り」を省察しながら学習に取り組めるようになることを目的とする日本語
ポートフォリオ（以下，ポートフォリオ）作成活動を実施した。
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第5章

生活と日本語学習 
―在籍生へのインタビュー調査―

5-1　本章の位置づけ

本章では，日本語専攻学生（在籍生）を数年間追い，在籍生の「生活と
日本語学習」，つまり，一人ひとりの学生が，生活のなかで，どのように
日本語学習体験，及び日本語学習に関わる多様な学習体験を連繋させ，ど
のように日本語学習と人生のつながりをつくり出しているのかを記述する
ことを試みる。具体的には，フランスの国立大学の学士課程日本学科にお
いて，筆者が担当した日本語科目を受講する在籍生 3名を対象にインタ
ビューを行った。そのインタビューにより得られた語りをもとに，垂直的
視点（時間）及び水平的視点（空間）からみた移動性という観点で，日本
語学習，日本語使用，日本語以外の学習の体験プロセス，それらの体験の
意味づけ，体験間のつながりを描く。その上で，「日本語学習と人生のつ
ながり」のプロセスを考察する。

5-2　分析の問い

本章では，フランスの国立大学の学士課程日本学科で，主専攻として日
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第6章

「移動」と日本語学習 
―修了生・中退及び転科者への質問紙・インタビュー調査―

6-1　本章の位置づけ

本章では，日本語学習に関わる移動性をより詳細に記述するため，日本
語専攻学生の範囲を修了生・中退及び転科者に拡げ，「移動」と日本語学
習に関する調査を行う。具体的には，修了生・中退及び転科者 3名に対
する質問紙調査及びインタビュー調査を通して，垂直的視点（時間）及び
水平的視点（空間）から，日本語学習に関わる「移動」の軌跡を追う。さ
らに，どのような変容のプロセスを経て，それら二つの視点における「移
動」が統合されているのかを追究する。そして，大学時代及び大学という
学習環境における「移動とことば」の関係性を考察する。

6-2　分析の問い

本章では，過去にフランスの国立大学日本学科に在籍していた修了生・
中退及び転科者への質問紙及びインタビューを質的に分析することによ
り，次の三点を明らかにする。

（a） 大学時代の学習・生活をどのように経験していたか。
（b） 大学時代の学習・生活経験と現在の「生活」にどのようなつながり
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第7章

総合考察： 

「学習と人生のつながり」から 

捉える日本語学習の実態

本書では，日本語専攻学生の移動性に注目し，「モバイル・ライブズ」
を形成し，そのなかに生きる日本語専攻学生の「日本語学習と人生のつな
がり」を垂直的視点（時間）及び水平的視点（空間）という両視点により
記述しつつ，論を進めてきた。本書では，第 1章において，次の三つの問
いを立てた。

Ⅰ. 日本語専攻学生（在籍生，修了生・中退及び転科者）の大学での日
本語学習経験は，どのように個々人の人生とつながっているのか。

Ⅱ. 日本語専攻学生（在籍生，修了生・中退及び転科者）は，フランス
の国立大学の学習環境において，どのように日本語を学んでいるの
か。

Ⅲ. 日本語専攻学生（在籍生，修了生・中退及び転科者）が，大学時代
及び大学という学習環境で，「外国語としての日本語」を学ぶ意義
とは何か。




